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1
は
じ
め
に

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、
中
国
の
主
要
な
造

林
樹
種
で
成
長
が
早
く
、
萌
芽
更
新

が
可
能
、
曲
げ
ヤ
ン
グ
率
は
ヒ
ノ
キ
に
近

い
な
ど
の
優
れ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

広
島
県
で
は
、
昭
和
3
0
年
代
に
植
栽

さ
れ
た
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
造
林
地
(
庄
原

市
)
を
参
考
に
、
国
の
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
優
良
系
統
の
選
抜
等

を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
県
の
「
農
林

水
産
業
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
第

Ⅱ
期
)
」
に
再
造
林
コ
ス
ト
の
縮
減
が

期
待
で
き
る
樹
種
と
し
て
位
置
付
け
、

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
造
林
事
業
に
お
い
て
、

平
成
2
8
年
度
に
1
・
6
油
、
2
9
年
度
に

は
9
・
-
油
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
成
長

や
材
質
に
つ
い
て
は
、
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
や
県
の
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
等
か

ら
様
々
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
が
進
め
て

き
た
施
策
(
調
査
・
研
究
・
普
及
・
事

業
な
ど
)
に
つ
い
て
、
時
系
列
に
沿
っ

て
報
告
し
ま
す
。

2
広
島
県
の
森
林
・
林
業
の
状
況
に

つ
い
て

人
工
林
の
状
況

本
県
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
は
、

成
熟
し
利
用
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
伐
っ
て
利
用
し
、
植
え
て

育
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

林
業
は
転
換
期

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
林

業
は
転
換
期
と
い
え
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
木
材
の
生
産
は
、
間
伐
か
ら
主
伐

へ
と
主
軸
が
移
行
す
る
こ
と
か
ら
主
伐

し
た
ら
植
え
て
育
て
る
仕
組
(
森
林
資

源
の
循
環
利
用
の
仕
組
)
づ
く
り
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
一
方
、
森
林
所

有
者
に
は
「
林
業
は
儲
か
ら
な
い
の
で

は
?
」
「
子
供
や
孫
の
負
担
に
な
る
の

で
は
?
」
な
ど
と
思
う
方
も
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
る
と
「
再
造
林
に
か
か
る
費

用
を
安
く
で
き
、
自
分
の
代
に
植
え
て

自
分
の
代
に
収
穫
で
き
る
、
あ
る
い

は
、
自
分
の
代
で
植
え
て
下
刈
り
な
ど

の
保
育
を
終
え
、
収
穫
は
子
供
の
世
代

で
す
る
。
」
と
な
れ
ば
、
再
造
林
を
考

え
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

3
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
可
能
性
に
つ
い
て

少
し
具
体
的
に
考
え
て
み
ま
す
。

植
え
る
手
間
や
下
刈
の
回
数
を
減
ら

し
て
育
林
に
か
か
る
費
用
を
安
く
す

る
、
ま
た
、
短
期
間
で
大
き
く
な
る
も

の
を
植
え
て
自
分
の
代
で
収
穫
す
る
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
次

ぐ
新
た
な
造
林
樹
種
と
し
て
、
下
刈
な

ど
の
回
数
を
減
ら
し
、
3
0
〜
4
0
年
で
収

穫
し
、
萌
芽
更
新
に
よ
り
、
次
の
世
代
の

森
林
を
つ
く
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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4
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て

県
で
は
、
平
成
2
0
〜
2
9
年
度
ま
で
の

1
0
年
間
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
普
及
に
向
け

先
駆
的
な
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
可
能
性
を
探
る

【
平
成
2
0
〜
2
6
年
度
一

○
平
成
2
0
年
度
に
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
造
林

地
(
庄
原
市
)
の
成
長
や
萌
芽
更
新

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
2
1
年
度
か
ら
文
献
や
現
地
調
査

6
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◆人工林の状況
・人工林が成熟し,利用期を迎えつつある。

県内のスギ・ヒノキ人工林の資源状シ兄

2デ竪ア!し・ ま竺2  .
2M帥 ミS帥

―鴫面響 一貫謳

2(イ)四 屯O(ロ)

再仙 1代-

"゜“蓄面゛1 ′懺え、 1,.,エ。
積 ゛゜゜ 宵16 1゛l用1ミ ″″積

一



を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
成
長
の
良
さ
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

○
平
成
2
5
年
度
に
種
子
の
確
保
を
模
索

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
苗
木
生
産
者
の
方

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
輸
入
に
よ

る
種
子
の
確
保
が
で
き
た
こ
と
が
苗

木
の
生
産
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

○
平
成
2
6
年
度
に
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

と
中
国
木
材
 
と
協
力
し
、
試
験
的

に
製
材
品
を
つ
く
り
強
度
試
験
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
材
質
の
良
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

植
栽
へ
取
組
む

【
平
成
2
7
〜
2
9
年
度
一

○
平
成
2
7
年
度
か
ら
の
3
年
間
に
は
、

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
、
林
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、
鹿
児
島
大
学
、
中
国
木
材
 

の
4
者
に
よ
る
共
同
研
究
が
行
わ
れ
、

製
材
品
の
強
度
試
験
な
ど
か
ら
優
良

な
も
の
を
選
ぶ
研
究
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
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○
平
成
2
7
年
度
に
造
林
事
業
の
補
助
対

象
樹
種
と
す
る
申
請
を
国
に
行
い
、

全
国
で
初
め
て
承
認
さ
れ
、
調
査
・

研
究
か
ら
実
践
へ
と
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

○
平
成
2
8
年
度
か
ら
(
一
財
)
広
島
県

森
林
整
備
・
農
業
振
興
財
団
と
広
島

県
樹
苗
農
業
協
同
組
合
が
、
農
林
水

産
業
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
事

業
を
活
用
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
、

モ
デ
ル
林
整
備
や
耕
作
放
棄
地
へ
の

植
栽
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
平
成
2
9
年
度
か
ら
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
、
広
島
県
、
(
一
財
)
広
島
県

森
林
整
備
・
農
業
振
興
財
団
の
3
者

で
新
た
な
共
同
研
究
が
始
ま
り
、
広

島
県
を
対
象
と
し
て
モ
デ
ル
林
の
整

備
、
植
栽
木
の
形
質
調
査
や
D
N
A

分
析
か
ら
優
良
な
も
の
を
選
ぶ
研
究

が
始
ま
り
ま
し
た
。

5
わ
か
っ
て
き
た
課
題
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
通
じ
て
わ
か
つ

て
き
た
の
は
、
大
き
く
分
け
て
、
「
苗

木
・
植
栽
・
木
材
利
用
」
が
課
題
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

「
苗
木
」
に
つ
い
て
は
、
優
良
な
種

子
や
穂
木
の
確
保
、
苗
木
を
確
実
に
作

る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ

と
、
「
植
栽
」
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
植
え

る
と
よ
い
か
(
適
地
は
ど
こ
か
)
、
シ
カ
や

ウ
サ
ギ
の
食
害
対
策
を
ど
う
す
る
か
、
植

栽
・
育
林
の
方
法
は
ど
う
す
る
か
と
い
っ

た
こ
と
、
「
木
材
利
用
」
に
つ
い
て
は
、

材
質
の
評
価
の
精
度
を
上
げ
る
に
は
ど

う
す
る
か
、
何
に
使
え
る
か
と
い
っ
た

対応(船
-
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こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
や
林
業

技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
こ
れ

ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

6
林
業
技
術
指
導
担
当
の
役
割
に
つ
い
て

私
た
ち
林
業
技
術
指
導
担
当
は
、
行

政
、
研
究
、
民
間
等
と
連
携
し
、
情
報

収
集
や
情
報
発
信
な
ど
を
通
じ
て
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
苗

木
生
産
指
導
、
視
察
の
受
入
れ
・
研
修

会
の
開
催
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
植
栽
地
の

生
育
状
況
の
調
査
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の

モ
デ
ル
林
整
備
の
支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

7
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン
の
生
育
状
況
の
調
査
や
研
究
結
果
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
も
調
査
を
継
続

す
る
こ
と
で
、
徐
々
に
適
地
を
明
ら
か

に
し
、
県
下
一
円
の
植
栽
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
や
県
の
研
究
機
関
な
ど
と

連
携
し
、
苗
木
生
産
や
植
栽
・
育
林
に

関
す
る
技
術
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

◆=;
技術の確立 l

県・国の研究機関などと連携して
苗木生産や植栽・育林に関する技術を確立

l 植栽の拡大

l

8
お
わ
り
に

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
調
査
・
研
究
・
普

及
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
こ
の
報
告
は
、
平
成
2
9
年
度
普
及
活
動
報

告
会
で
発
表
し
た
内
容
を
基
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
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